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探
偵
小
説
界
の
怪

物







江
戸
川
乱
歩
が
出
現
し
て
満
十
年
、
同
じ
く
怪

物







小
栗
虫
太
郎
が
出
現
し
た
。
こ
の
満
十
年
と
い
う
年
月
は
ど
う
も
偶
然
で
な
い

よ
う
な
気
が
す
る
。
小
栗
君
が
現
わ
れ
た
時
に
、
私
は
江
戸
川
君
を
誘
っ
て
、

満
十
年
に
し
て
新
人
出
で
、
探
偵
小
説
壇
に
よ
き
後
継
者
を
得
た
お
祝
い
を
し

よ
う
と
思
っ
た
が
、
つ
い
果
さ
な
か
っ
た
。
今
で
も
そ
れ
を
残
念
に
思
っ
て
い

る
。

　
江
戸
川
君
の
怪
物
ぶ
り
と
小
栗
君
の
怪
物
ぶ
り
と
は
自
ら
違
う
。
然
し
、
両

君
と
も
に
、
そ
の
前
身
が
何
と
な
く
曖
昧
模
糊
と
し
て
い
て
、
文
壇
に
デ
ビ
ュ

ウ
す
る
ま
で
に
、
相
当
忍
苦
の
年
月
が
あ
り
、
文
学
的
に
相
当
年
期
を
入
れ
て

い
る
点
が
相
似
て
い
る
。
そ
う
し
て
こ
の
点
が
私
や
大
下
君
と
ハ
ッ
キ
リ
区
別

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
面
白
い
。

　
一
体
人
は
怪
物
呼
ば
わ
り
さ
れ
て
決
し
て
愉
快
な
も
の
で
な
く
、
又
無
暗
に

人
を
怪
物
と
呼
ぶ
の
は
非
礼
千
万
で
あ
る
が
、
そ
の
非
礼
を
敢
て
し
て
も
、
ど

う
も
江
戸
川
君
と
小
栗
君
は
や
は
り
怪

物







で
あ
る
。
江
戸
川
君
の
妖
異
と
小

栗
君
の
妖
異
に
は
ハ
ッ
キ
リ
区
別
が
あ
り
、
江
戸
川
君
が
一
流
の
粘
り
気
の
あ

る
名
文
で
妖
異
の
世
界
に
引
込
ん
で
行
く
の
に
反
し
、
小
栗
君
は
む
し
ろ
晦
渋

と
思
わ
れ
る
一
流
の
迫
力
の
あ
る
文
章
で
、
妖
異
の
世
界
に
引
込
ん
で
行
く
。

江
戸
川
君
の
も
の
を
江
戸
時
代
の
草
双
紙
と
す
れ
ば
、
小
栗
君
の
も
の
は
中
欧

中
世
紀
の
草
双
紙
で
あ
る
。

　
兎
に
角
、
小
栗
虫
太
郎
は
不
思
議
な
作
家
で
あ
る
。
彼
の
書
く
も
の
に
は
、

一
種
異
様
な
陰
影
が
あ
る
。
底
知
れ
な
い
該
博
な
知
識
に
は
圧
倒
さ
れ
る
。
江

戸
川
乱
歩
は
、
昼
間
も
部
屋
を
暗
く
し
て
、
蝋
燭
を
つ
け
て
小
説
を
書
く
と
い

う
噂
が
立
っ
た
が
、
こ
の
筆
法
で
行
け
ば
、
小
栗
虫
太
郎
は
レ
ト
ル
ト
や
坩
堝

の
並
ん
で
い
る
机
の
上
で
、
鵞
ペ
ン
を
持
っ
て
、
羊
皮
紙
の
上
に
小
説
を
書
い

て
い
る
に
違
い
な
い
。

　
小
栗
虫
太
郎
は
近
き
将
来
に
探
偵
小
説
作
家
に
分
類
さ
れ
な
く
な
る
よ
う
な

予
感
が
す
る
。
「
黒
死
館
殺
人
事
件
」
一
篇
も
彼
が
探
偵
小
説
を
書
く
つ
も
り

で
書
い
た
の
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
む
ろ
ん
彼
は
通
俗
小
説
プ
ラ
ス
ト
リ

ッ
ク
の
探
偵
小
説
は
書
か
な
い
だ
ろ
う
し
、
書
け
そ
う
に
も
な
い
と
思
う
が
、

何
か
異
っ
た
も
の
を
書
く
だ
ろ
う
と
い
う
期
待
は
持
て
る
。

「
黒
死
館
殺
人
事
件
」
を
最
初
の
長
篇
と
し
て
、
文
壇
に
出
た
小
栗
虫
太
郎
は

今
後
ど
ん
な
発
展
を
し
て
、
そ
の
怪
物
ぶ
り
を
発
揮
す
る
だ
ろ
う
か
。
読
者
諸

君
と
共
に
、
私
は
そ
れ
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

　
　
昭
和
十
年
三
月
尽
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堂
島
河
畔
の
旅
舎
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
賀
三
郎
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底
本
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本
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郎
集
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創
元
推
理
文
庫
、
東
京

創
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）
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日
初
版

　
　
　2003

（
平
成15
）
年7
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版

底
本
の
親
本
：
「
黒
死
館
殺
人
事
件
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新
潮
社

　
　
　1935

（
昭
和10

）
年5
月

初
出
：
「
黒
死
館
殺
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事
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新
潮
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（
昭
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）
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※
底
本
に
お
け
る
表
題
「
序
」
に
、
底
本
名
を
補
い
、
作
品
名
を
「
「
黒
死
館

殺
人
事
件
」
序
」
と
し
ま
し
た
。

入
力
：
川
山
隆

校
正
：
富
田
倫
生

2012

年2

月8

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.

aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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